





































































































興味 ･関心や,気づき ･思考に基づ く学びのプロセ
スが含 まれてお り,課題解決の力は,すべての児童
に対 して,育てていかなくてはならない ｢生 きる力｣
であるととらえている｡一般的に,自閉症スペク ト
ラムの障害特性に,シングルフォーカスやセントラ
ルコヒーレンスなどの特徴があ り,思考 した り,判
断 した りすることが苦手であるとされている｡ しか
しながら,実際には,自閉症の児童の日常的な行動





















本学級 は, 1年生男子 2名女子 1名, 2年生男




応 したり,自分の意思や要求を言葉で返 した りする
児童が 5名 と多 く,全体 としてまとまった雰囲気に
なることが多い｡他の 1名について も,教師の説
明や質問に対 して,その内容の多 くを理解 し,笑み
を浮かべたり,体全体で嬉 しい気持ちを表現 したり
することができる｡しか し,友達同士のや り取 りは,
教師の援助がなければ,ごくまれである上,一方的





目的意識の持 ち方 については, どの児童 も,鬼
ごっこや宝探 しなど,ダイナミックな動 きを伴い,
教師や友達 と何 らかのかかわりのある遊びに村 して
意欲 を持ち,積極的に取 り組むことができる｡






































































































































































ついて,｢受け入れ｣ と ｢働 き掛け｣という視点か
表 1 各授業における人とのかかわり数
授業 l 授業 日 授業‖ ○
A 壁 10 12 15
15 0 35
B 壁 4 14 3
8 0 19
C 壁 10 20 6用 2 32
D 壁 8 18 16
5 4 1
E 壁 16 10 16
49 66 51
F 壁 19 18 12
働 15 16 30
※ 受 :受け入れ / 働 :働き掛け
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自閉症の学習集団における教師や他児とかかわる力及び課題解決の力の育成を目指 した授業実践
表 2 授業 lの相談場面における人とのかかわりの頻度
A B C D E F
計 壁 働 計 壁 働 計 壁 働 計 壁 働 計 壁 働 計 ▼ 働
かかわり ･[2:rI=1 1 2 2 (2) 3 Clj4 C1)
相談 0 2 2 0 0 8 4 4 7 2 5
かかわり 5 5 1 1 3 0 3 荏)2
相談 1 1 1 ー 1 1 0 6 2 4 2 2
かかわり 2 2 の 百〕 1 1 1 1
相談 1 1 0 0 0 1 1 1 1
かかわり 卓}_i1闘 1 10 1 8 4
相談 0 0 0 0 3 1 2 1 1
かかわり 11 0 0 0 3 1
相談 0 1 10 1 1 2 2 0
かかわり 3 2 0 0 3 4 1
相談 0 0 11 0 2 2 2 2
かかわり 4 1 3 0 8 1 0 2
相談 0 2 2 2 2 0 8 4 4 4 4
かかわり 3 1 2 0 2 2 4 3
相談 1 1 0 1 1 1 1 2 1 1 1 1
表3 授業lの相談場面における人とのかかわりの頻度
A B C D E F
計 壁 働 計 壁 働 書十 壁 働 計 壁 働 計 壁 働 計 壁 働
かかわり ∴ C1) 4(1つ (薮 1 {つJ'1■､.,fL-ノ rJ,)､-〕､＼-:I,
相談 0 0 0 0 7 16 3 3
かかわり 0 (.持1ml 2 雄 (之 :;
相談 11 0 1 1 1 1 9 1 8 2 2
かかわり -r＼Li一) 百〕0 1 4 ＼ C ir_〕1
相談 1 1 0 0 0 7 3 4 4 2 2
かかわり 〔揖 の 1ー i 〔王31 2 fl j 荘
相談 0 0 0 1 1 6 1 5 1 1
表4 授業日の相談場面における人とのかかわりの頻度
A B C D E F
計 壁 働 計 壁 働 書十 壁 働 計 壁 磯 計 壁 働 計 壁 働
かかわり 1 1 1 1 2 1 (1〕 2
相談 2 2 0 1 1 0 12 7 5 3 3
かかわり 2 2 2 2 2 2 Clj 4 3l
相談 2 2 0 0 0 7 4 31 1
かかわり 4 4 3 3 4 0 Clj 2
相談 0 0 0 0 6 1 5 2 1 1
かかわり 6 6 2 2 4 ド 3 辛 〔手
相談 3 3 甘∋ m 3 3 0 10 3 7 10 3 7
かかわり 2 2 江∋ 閲6 2 ト (.現
相談 3 3 2 2 0 0 4 1 3 1 1
かかわり 3 1 2 2 2 ＼ 1 守 Lri_〕2
相談 3 3 2 2 1 10 4 1 3 0
かかわり 6 2 4 雄 百〕〔葦 3 2 /I.-十Ti/_メ､㌧JMJ
相談 1 1 0 0 0 4 1 3 4 2 2
かかわり 13 13･:蓬 4 蕪 :) 9 (凱






















これら ｢受け入れ｣と ｢働 き掛け｣の各授業にお
ける様子については,次に,詳 しく示すことにする｡
②授業 Ⅰにおける ｢受け入れ｣と ｢働き掛け｣の様
子







































































































































































EF)lノヽI仲 相談 ｢ロボ ッ トがきたよoどうする ?｣○ ○ く_ん甘†__どヽノ逃げる｣
う 亙 9.:=.!.=こ｣｢○○_.=く_在且,=._=.ど湊.Jでやっつけるo｣
場面1 ラ1:.=f:_=.i:.=?:._=｣｢『やっつける』つて言 ったので剣をあげる ○ 順番に0-人ずつ○｣ 下 メガビ- (※)するo｣J 表書琴要撃-軍学撃軍学学琴軍学発車ぎ≡思考を促す≡
相読場面2 ｢どうやっつけられた｣?本当に｣ ?この 剣 でよかつ † うん !やっつけた !｣1 本当に !｣(実際にはやっつけて
た ?この剣でロボ ッ トが痛いつて言 った ?やっつけた ?｣ いない)･......｣
展開場面 ｢じゃあ次は,○○ちゃん｣!ああ !それだつ じゃあ,私 は.これがいい !｣(教師が意図 した
3 た ら,やっつけ 剣を手にする)


















教柿 相読場 メ｢よかつたねえ !じゃあ, ジュー ス を飲 も うか !｣(コップを取 り返 ｢コップ,取 り返 したよ !｣おい しそうにジ
の発間と した人 だ け ジュースを配るf｢じゃあ,今 日は ユースを飲むo｢まだ !私の コ
児 面 これ で終 わ り
土里 1 にしょうが?｣
























自閉症の学習集団における教師や他児 とかかわる力及び課題解決の力の育成 を目指 した授業実践
課題 ･友達の動きや教師の助言を参考にしながら.鬼は角を取ればやっつけられることに気付き,友達の動きを取 り入れたり,自分なりに工夫 したりしながら鬼をやっつけるこ
とができる∩
教師のかかわり 児童の反応
教師の発問と児出鼻反応 要目 ｢鬼が出てきたけど,どうやってやつつける?｣そうやってカリ○○ くんはちょっとやつてたよねo_.ラ=:I.:在=_.:._=.=:.=_=.:_=.｣ ｢こ うやるの さ (叩 くよ うな振 りを して) !｣
相談堤面2 ｢やっつけた ?｣どうやつ ら,やっつけれるんだつたか やっつけられなかった !｣
の例 な?｣｢手と足を持つんだったね !｣あ !今,剣 を持ってつていったね ?剣持 あの,手と足を持って ...｣手と足を持って.私が角を取るから..それでね,今度は.剣で せ-のつて叩くから｣
つている人もいるね !｣｢じゃあ今度は剣でやってみるか ?｣ まくも剣が欲 しい!｣(別の児童から)うん!｣
相談 ｢強くしたら.みんなどうだった ?｣う_在q勝 つ美 り_.__強 くレたり_した_甘 _ど:.角桂どう_だった ?_杏.つ_辛,__.虜 を取ったら管.マフ甘 今牲李を責_?._千里 千草._T.∴_.=∴J｣ ｢今度は蹴ってやる!｣
場面3 凄環選 題､g2鼻簸些塩基｢どうする ?｣ごまちゃんかあ .- 弱いかもね｣剣でどうやって取る ?｣ ｢取れなかった ....｣Aごまちゃんでツンツンする !｣B剣で取る !｣C鼠 叩く A
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Title : Promoting social interactions between students with autism and their teachers In
various problem solving situations in play - and drama - unit lessons
Hiroshi ONORO (The Special School Affiliated with the Faculty of Education at Okayama University)
Abstruct : The purpose of this study was to explore the practical wisdom used by a special
education teacher to facilitate positive participation of a group of students with autism in
social interactions occurring in various problem solving processes in play and drama
classes. Three video-taped lessons were selected for the analyses. The frequency of social
initiations and responses occurring in the problem-solving processes was computed in each
lesson. The frequency was further analyzed in relation to the theme of the lesson, the
problem to be solved, and the teacher' s behaviors. The results indicated that positive
social interactions in problem-solving processes was associated with predictability of the
activities, congruence between what the teacher wants his students to solve and what the
students wants to solve, and facilitative ways of the teacher' s interactions.
Keywords: soacial interaction, autism, lesson, task engagement, group problem solving
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